
区民が誇りに想い、
誰からも選ばれる
としま区へ。

No.4

としまブランド刷新チーム

075平成27年3月 豊島区

第
２
章

提
案
プ
ラ
ン 

― 

と
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
刷
新
チ
ー
ム 

―



076 としまF1会議報告書

第
２
章

提
案
プ
ラ
ン 

― 

と
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
刷
新
チ
ー
ム 

―
豊島区  

から 
ら区 で  
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らも ば る 

とし 区 。 

とし ンド ーム 
2 2  
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は に 

ン  

子  
 

  
 

 子  
Y  

ン は 言えば？ の
こ 、プ の ジの  

ン は 代の  ン は が る ン は  

ン は、 ン は い こ か？ 

若 、 
も外国 にも れる  

の の る い れる 
 

は 
A E I  O I A

るが 力 

い ている は 
ない 
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に 力 な し ン るには？ 

イ スを にする 

プ スの を る 

がど ら の を て よう。 
に る では、 なプ の は れない。 

ば して も る が ない 
   ので、 や 。 

ば な のア に し 
   国区 世 から、 る。 

豊島区 言えば？ 
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ンに ン ン えて 。 
 

な なのか？ 
 

・ イ シ は が の という 
 実（ ト）がある。 
 
・人 ・ ・性 を て、 
 多 の人を する がある。 
 
・ 目 る「 」がある。 

区 の が 要 

 
 

区 が んで、 に 、 して  
の に る。 

「 」に ば、人は 。 
すべてに る 理では い  

区 の し 区  
 が る。 

区外 の  
 が、 に れる。 

し 区が れ、 
 にな 、 られる。 

の 
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の“ プ ジ ” 大 
 

ア し  
れの や世 の  
ジ ジの  

的 

理的 国際的 

イ
リテ  化的 

池袋 

目  

 

大  

 

の 力 区の  

A A 

区 で A E I  O I A ジの 
                          

  の 度 面      

ンに ン ン えて 。 
 

して “ A A ン 大 ！” 

豊島区のも あら る に「 」のエッ ンスを して、 
し 言えば の ジを 。 

・ の を やす 
・ ード、ア  
・外国人、国際的 街         
・  
・ 園、街 の  
・ ・  

・ の を やす 
・ らポスト拡大 
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23

F1
の

2020年  

の

の

ら区 言！ 

区 区  
が て、 ら区 言！ 

 A A ン  

区 ン  

 、 し る  

区 （仮） し、 
代 に れの らし 。 

の  
の E

ジ 豊島区 で る。 
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あ、 んで 

る  

「 ら区」を り せん  
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でられる豊島区 ～区 での ジの  

 

区 ン で、 に

の実 を やしてい う！ 

  での 、 での の  
  区 学 区 で、 区 ン の

に る 区では、 の  
  での に、区が  
  が しい は、 の や な

での も に入れる 

目 すは日本を する トジ ッ の場 。 
とはい 大 が ん 日本の 大 どと張り うのは
しい。し し豊島区 らば、 ス ン ル交 のよう
カ ス 場 、 が生 せる も  

 
プリン ス 子 

し の  

  

・ イン ン池袋の のイ ージが 
とし のイ ージを  

・ が多い 

・アジア系外国人が多 、 る 
国 居住 ン ン  

   中国 2 国 ン ー パール 

・ 園が い。 積が い。 
23区 

 人 たり 園 積 国で も い 

・街が ゃ ゃしている。 

・住 の高 化が進んでいる。 

・ た が多い。 

・ して子どもを ける場 が い。 

・区 は、 住の学生も多  
が い。 

・ ード どア 化の 。 

・ の発 の 。 

・国際的で がある。 

・ で、ど に行 にも 。 

・ 大学、学習 大学 ど高イ ージ 
の がある。 

・ のある が。 

・ できる がある。 

・大 店をは 、 でも る 
様 店が っている。 

・ る 店、飲食店が多い 

・ 場 ト ワ ンパル ス 
・・ 化的 がある。 
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で  

ッ ア し ら区 豊島 ア ！ 
の 力 る 、 ッ ン で に ！ 

池袋 に、 住 が にな て の世 る。 
【  シリー 】 【エリアス イル 】 エイ出

【 ガイド】 【 ッシ ン 】 
シ ガ ー （  
の ムの ）は 

Y（ 社）の発  
で した。 

パ リッシン  

書店 

し 区 の アップの  

大 の が 街に 

「イ （池袋 子）」を卒業した ム・大人の 性向け
の ーワードが い。 に る を！！ 
しい住 、 ンシ ンが ているので、 れの

や世 を する とで、 性を豊島区に り 。 

ば、「サ ー 」（ ）と んで る。 
池袋サ ー の ー イト 
目 サ ー のカ  

サ ー の日 日 
樱   の すす 中     

的 
理的 

的

国際的 

イ
リテ  

池袋 

目  

 

大  

 化的 
スピー
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 A A 大 ！ 
の「 ポスト」を豊島区 体  

・ポスト作 にあたっては インを区 ら  
・区 りのあるアーテ ストの  
・区の 中学生による インテ ン ど  

イ ージ シン ル作り 
・特 の や 、ポストカード 拡大（ のポスト
ら すると、特 が ど） 
（ ） 高 のド もんポスト 

 区 で る ら ップ 
・区 の は いものも。 インも 、
区 の し 入ってい いので が い。 の際
住 ら の生の を り んで、多国語対 で、
行きた る を区 の で作って る。 
（ ） ら ップ 

でられる豊島区 ～区 で ジの  

の ジ 豊島区 で る。

 A A ン  
・ ば トンの ムのように、 を
りば たアイ ンを作る。 

・ で る のイ ントには、 の をとりい
た ッ どを  

の街が に、「 イ シ 」という
いイ ージを けあ せ、「豊島区」の を高 る 

・豊島区 に がる のパッ ージや ッ どには
を し、イ ージの ・拡 を る 

・ 業や 店街、大学と した 発 

・ ッ ・ アの や 。 
  の 子 ンテスト、区 の 生 ンテスト

  の の ん ンテスト 
ス ー ん 

でられる豊島区 ～区 で ジの  
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 ～ な ～  

 
 

・豊島区の き は 国 度の 。とはい 、 き の 生を にした
街 りは り べき 。 
・豊島区では 「 住」（リ ーシ ン住 、居住 者 の受け と る
シ ア住 ど）を中 とした き 対 を 。 らに 、「 業 」
「 テ 」の らの き も に入 て しい 
 

ば 
 （サ ）  

リアが が 性の 業 を目的とした （3 プリン
の 作 を た、 に できるワー シ ップ） テ  
 
 サ ・アーテ ス ・イン・ ジ ンス ア  
アーテ ストを 、 き を したアトリエや リーを 作・ ・交
流の とする。「 らポスト」の インテ ン に してもらったり、
アーテ ストに 「 」に る作 を 供してもらい、 区 に す
る 。 
 
 （ ） いのう   

区 会 会が 上 た「 の居場 」。 り ら子 て 、
学生 ンテ ア ど様 が る交流の場と っている。 

～ の ジ ～  

 
 

し 、 でも られ “ の ”や“ ”。 
       
                な街にな て しい。 
 
 
 サ ポリス ン 
 の にもっと「出て」きてもらい、 や の りに い  
 を る。 のアイテムを に けて、 の をリード。 
 
 子供 性 対 として、 らポリスが し す。 
 
 サ リーン  

ー や 上 ・ポイ て ン ーン に のイ ージを。 
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BIG APPLEならぬBIG OWL？ ～アジアの大都市 “TOSHIMA”              

 ＆子供交流会 サ ー   
の ＆子供た ！を ン プトに、区 どで 。 

【目的】  
・ →子 ての 、食 、 、 ど の い に ら る。 
・子供→多様 人 と き う、 、 し 。国際性を に ける。 
・外国人親→ の を知ってもらう。 
【 】 
・外国人居住者が多 、 も のよう 場 が ら てい と る。 
・外国人 と していて、子 て の い、習 ど、 に を 
 ら たた 。 

 で ステ ル 
【対象】子供 ら大人。 に のある人。 
【目的】 
・ の の を す とで、豊島区の国 、 をアピール。 
・ →日本をは の の を る。 
【内容】 
・ で大 、飲食 ー ットの 、 の ど。 
【 】 
・ スプ どサ カル ー けで 、子供が 的 を学べる場 に る。 
・ ード に 店があり、 をも 人も多い もし い。 

BIG APPLEならぬBIG OWL？～アジアン大都市 “TOSHIMA”              

 留学生ホームビジットをパワーアップ  
認知度の向上、受入人数の拡大。 
区は積極的に国際交流をリード。    

 
池袋駅周辺では、耳に入る言葉の半数が外国語。もはや、ここは外国！ 
23区でも特に外国人居住者（特にアジア系）が多い豊島区。 
シンガポールや香港、NY、のように多様性のある街に進化できる。 

 区内留学  ステッカー＆卒業証書 大作戦 
豊島区に住んでいれば語学力アップ。留学の必要はない！(かも) 
 
【対象】子供～大人。子供に外国語を学ばせたい親。学生。学習意欲の高い社会人。 
【目的】池袋エリアを生の外国語学習の場としてアピール。 
    若い世代に選択してもらえる街に進化する。 
【内容】 
・区内外国料理店にステッカーを張り、外国語学習中の日本人に「外国語でどんどんしゃ
べってね。」と知らせるサインを出す。 
・街中留学を頑張った人には、区が「区内留学証書」を発行。履歴書にも書ける！ 
【実施主体】区→区内の外国飲食店、幼稚園～大学 

H26年度HV対面式の様子 → 



としまブランド刷新チーム
木下富美子／見世梨沙／吉原美智子

・豊島区の課題と強みの洗い出し
・ 魅力的な「としまブランド」の創出  
―  プラス価値の創造に向けた、「桜」をメインとし
たブランディングの提案

・ マイナスイメージの払しょくに向けた、安全・安心、
国際的な街づくりの提案

・ 8月 9日　としまブランド刷新チーム結成!
・ 同日 Facebookグループ開設。適宜連絡を取り合えるように
・ 8月14日　豊島区3課合同ヒアリング（見世&吉原）
・ 8月15日　豊島区公園緑地課ヒアリング（木下）
・ 8月21日　全員ミーティング@池袋
・ 8月30日　第2回 としまF1会議
・ 9月20日　第3回 としまF1会議
・10月16日　Community5との合同ミーティング（見世&吉原）
・10月19日　第4回 としまF1会議
・11月 8日　第5回 としまF1会議
・11月18日　全員ミーティング@池袋
・12月 2日　萩原先生ワンポインドアドバイス（見世&吉原）
・12月11日　第6回 としまF1会議

〈木下〉
　私は全国各地で住民参加のまちづくりのプロデュースを行ってきました。行政を開き、住民参加型
の取り組みを行うことで新たな住民同士のつながりが生まれ、高い満足度とともにモチベーションあ
る新たな取り組みが生まれるのを各地で見てきました。比較論で恐縮ですが、豊島区の関係者今回
のF1に参加したひとりひとりの意識とポテンシャルはその中でもピカ1であると思います。こんな素敵
な女性たち、真摯に区政に取り組む職員に出会えたことに感謝。この取り組み結果をぜひとも、消滅
可能性都市ノミネートの「豊島区の逆襲」としてたくさん形に残して欲しいと心から思います。

〈見世〉
　日本創成会議による「消滅可能性都市」の指摘を受けてから、「100人女子会」開催そして「としま
F1会議」発足までのお役所仕事とは思えないスピーディーさに感心するとともに、これまでなかなか
意見を表明する場に乏しかった、女性の声をすくい上げる機会が設けられたことに感謝したい。
　残念だった点は、本会議が果たしてブレストレベルなのか、本格的な研究会なのか、どういった位
置付けになるのかが不透明なまま始まったこと（区民目線の自由で柔軟なアイデアをという一方で、
非常に限られた時間で予算立てなど現実的なプランを求められることもあるなど）。それは多くの出
席者が「こんなに大変だとは思わなかった」と、よく漏らしていたことからも、仕事や家事育児、学業の
傍らでの本会議は、非常に負担が重かった印象は否めない。とはいえ、出席者は真剣に本会議に臨

チ ー ム 名

メ ン バ ー

検討テーマ

活 動 状 況

感 想
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んでおり、調査・研究のレベルも驚くほど高かったように思える。優秀な女性のパワーを感じ、これを
眠らせるのはもったいないと強く思った。
　良かった点は、事務局が担当課との仲介・調整役を果たし、会議場や託児の提供なども含めソフ
ト・ハードのサポートがしっかりしていたこと。担当課のヒアリングに際して、話が伝わっていない、ぞん
ざいな対応をされる、たらいまわしにされる、ということがなく、恐らく区役所全体で、“としまF1会議”
の情報共有を行い、サポート態勢を整えていたことに感謝したい。こうした区の真剣な姿勢、委員の
意識の高さが、本会議を単なる住民の陳情集会にさせない、住民と行政が協力して“よりよいまちに
しよう”という、建設的な場の雰囲気を醸成していた。望むことは、この会議の開催が単なる打ち上げ
花火に留まらないように、今後もこの会議で何が変わり、また何を変える必要があるかといったフィー
ドバックの機会を設けることである。
　今回の参加によって、よいまちにするために、積極的に自分事として区に関わっていきたいという思
いも生まれたし、まったく地縁のなかった豊島区にも愛着が湧いた。また、それぞれ立場は違うが、豊
島区に関わる多くの輝く女性に出会えたことが幸運だった。

〈吉原〉
　F1のテーマに女性の行政参加を促すとありました。そのためには10代20代学生のうちから機会
を作る必要があると思います。また、ハードルはあると思いますが、外国人の意見も参考にするような
チャレンジをしてみてください。発展都市として、内向きにならずに!
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